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Ⅰ．平成２３年度予算概算要求の基本方針とポイント 
 
 

《平成２３年度予算概算要求の基本方針》 

 
（既存予算の抜本的な組替え） 

○ 政権交代後の初めての本格的な予算編成に当たり、これまでの税

金の使い道を徹底的に見直し、既存予算の抜本的な組替えを行うこ

とにより、新たな時代に対応しながら、我が国を牽引する国土交通

行政へと大きく転換を図る。 

 

○ 事業仕分け、行政事業レビューなど、昨年秋以来進めてきた取組

の成果を、平成２３年度予算概算要求に着実に反映させる。 

 

 

（成長戦略の実現等） 

○ 成長戦略の実現を中心に据えながら、真に必要な社会資本の着実

な整備、交通基本法関連施策の充実、高速道路の原則無料化の推進、

安全、環境、地域の雇用・経済のための施策の強化といった分野に

重点を置いて、「選択と集中」を徹底し、メリハリのある要求を行う。 

 

 

（公共事業予算の確保） 

○ 公共事業予算については、平成２２年度予算において、４年間分

の削減を達成したことを踏まえ、「元気な日本復活特別枠」の要望

を含め、前年度とおおむね同額の要求を行う。 

 

 

（総合力の発揮） 

○ 民間の資金、経営能力、技術的能力を 大限に活用し、ＰＰＰ（パ

ブリック・プライベート・パートナーシップ）の手法を取り入れ、

官民の総力を結集した施策展開を図る。また、他の府省との積極的

な連携を図り、省内にあっては国土交通省設置後１０年を経た現在

の施策・事業実施の組織体制を大胆に見直す。これにより、これま

での枠にとらわれることなく、総合的な政策を推進し、より高い成

果を実現する。 

1



一般国道３３号 三坂道路【完了】【道路-５】 

四国横断自動車道（宇和島北～西予宇和）【完了】【道路-３】

後川樋門特定構造物改築事業【完了】【河川-１】

一般国道５５号 日和佐道路【完了】【道路-４】

波介川床上浸水対策特別緊急事業【完了】【河川-２】

一般国道３３号 旭町【完了】【道路-６】

一般国道５５号 桑野道路【新規】【道路-２】 

一般国道５５号 南国安芸道路（芸西西～安芸西）【新規】【道路-１】 

Ⅱ．主な新規事業と完了(供用)予定事業 
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事業区分 事 業 名 県名 番号 

道路事業 一般国道５５号 南国
なんこく

安芸
あ き

道路（芸西
げいせい

西
にし

～安
あ

芸
き

西
にし

） 高知県 道路-１

道路事業 一般国道５５号 桑野
く わ の

道路 徳島県 道路-２

事業区分 事 業 名 県名 番号 

河川事業 後
うしろ

川
がわ

樋門
ひ も ん

特定構造物改築事業 高知県 河川-１

河川事業 波
は

介
げ

川
がわ

床上
ゆかうえ

浸水対策特別緊急事業 高知県 河川-２

道路事業 四国
し こ く

横断
おうだん

自動車道（宇和島
う わ じ ま

北
きた

～西予
せ い よ

宇和
う わ

） 愛媛県 道路-３

道路事業 一般国道５５号 日和佐
ひ わ さ

道路 徳島県 道路-４

道路事業 一般国道３３号 三坂
み さ か

道路 愛媛県 道路-５

道路事業 一般国道３３号 旭町
あさひまち

 高知県 道路-６

【主な完了(供用)予定直轄事業一覧】

【主な新規予定直轄事業一覧】 
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Ⅲ．その他 

 
関係機関との連携による「ダム水源地の豊かな森づくり（仮称）」の推進 

 

＜事業内容＞ 

 関係機関（関係省庁、地元自治体、NPO、企業等）との連携により、ダム水源地の健全な森づく

りを推進し、ダムの堆砂対策、流木災害対策、土砂災害対策を図る。（早明浦ダム周辺にて実施） 
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主な新規事業と完了(供用)予定事業 

 

参考資料 
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位置図 

物
部
川 

高知龍馬空港 

後川樋門

後川排水門

物
部
川

 浸水面積   浸水戸数  重要施設 

約１８３ha    １１１戸  高知龍馬空港

洪水による浸水区域

 

河川－1 河川

事業 

新規 

完了 後
うしろ

川
がわ

樋門特定構造物改築事業（高知
こ う ち

県香南
こうなん

市） 
直轄 

【事業の概要】 

物部川河口部に位置する後川樋門は、昭和１２年頃に施工された後、約７

０年を経過しており老朽化が著しく、また、東南海・南海地震への対策も十

分に実施出来ていない状況です。 
そのため、平成２０年度から「特定構造物改築事業」により、施設の老朽

化対策及び地震時の津波対策のための全面改築を行い、平成２３年度の事業完了を目指します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
  
  

【期待される整備効果】 

本川洪水時の逆流防止、東南海・南海地震時の津波被害防止、高潮時の浸水被害防止 
 
 
 
 

【平成 23 年度の予定】 

 樋門周辺の築堤及び護岸工事等の推進により完成予定 

 

香南市

高知龍馬空港

後
川 

物部川 

後川樋門

南国市

111

0

0

50

100

150

(戸)

事業前 事業後

浸水家屋数

183

0

0

100

200

(戸)

事業前 事業後

浸水面積

後川 

H22.７月現在施工状況

※H23 年度は樋門周辺の築堤・護岸を実施 

H23 H23
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位置図 

 

河川－2 河川 

事業 

新規 

完了 波介川
は げ が わ

床上浸水対策特別緊急事業（高知
こ う ち

県土佐
と さ

市） 
直轄 

【事業の概要】 

波介川河口導流事業は、仁淀川の河口から約 2ｋｍ地点に合流する波

介川を新川開削により河口まで導流し、洪水時の仁淀川本川の影響をな

くすことで、波介川の水位を低減させ、浸水被害を大きく軽減すること

を目的としています。  
平成 16 年 10 月洪水、平成 17 年 9 月洪水の大規模な浸水被害を受け、波介川河口導流事業

の一部を「波介川床上浸水対策特別緊急事業」とし、平成 23 年度の通水を目指して短期集中

的に事業を実施しています。 
 

 
 

【期待される整備効果】 

 
 
 
 
 

【平成 23 年度の予定】 

 築堤・護岸、河道掘削、潮止堰等の推進 床上浸水対策特別緊急事業を完成予定 

 

平成17年洪水に対する効果 

事業実施前 河口導流後 事業実施前 河口導流後 

仁淀川

波介川 

現合流点

高知市

土佐市

新居地区 新 
堀 
川 

土佐湾

潮止堰 

分流堰 

水交番樋門 

（
1:2

.0
～
1
:2.6

） （
1
:2
.0
～
1:
2
.6
）

波介川掘削河床高　▽T.P-0.88

波介川計画高水位　▽T.P+5.31
仁淀川計画高水位　▽T.P+6.30

7.0m 7.0m70.0m
標準断面図 

波介川河口導流事業 L=2,500m 

平成17年台風14号による浸水状況（H17.9月）
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位置図 

 

道路－１ 道路

事業 

新規 

完了 

高知
こ う ち

東部
と う ぶ

自動車道 

一般国道５５号 南国
なんこく

安芸
あ き

道路（芸西
げいせい

西
にし

～安芸
あ き

西
にし

） 直轄 

【事業の概要】 

 高知
こ う ち

東部
と う ぶ

自動車道は、高知県
こうちけん

高知市
こ う ち し

から安芸市
あ き し

に至る延長約３６km の

一般国道の自動車専用道路であり、現在、高知市から安芸郡
あ き ぐ ん

芸西村
げいせいむら

間の

約２７．５km が事業中です。 
南国
なんこく

安芸
あ き

道路（芸西
げいせい

西
にし

～安
あ

芸
き

西
にし

）は、四国８の字ネットワークを形成する

高知東部自動車道の一部であり、安芸郡
あ き ぐ ん

芸西村
げいせいむら

から安芸市
あ き し

馬
うま

ノ
の

丁
ちょう

に至る延長約８．５km の自動車

専用道路です。 
高知県東部地域は、現道部の異常気象時の路面冠水や東南海・南海地震による津波浸水によって

現道が分断され、緊急輸送道路の確保が出来ない状態であり、また、救命救急を担う第３次救急医

療施設に６０分で到達できない地域が多く存在しています。 
このような状況を踏まえ、東南海・南海地震時の緊急輸送道路確保、高知県東部地域の第３次救

急医療施設への速達性向上を図るため、南国
なんこく

安芸
あ き

道路（芸西
げいせい

西
にし

～安
あ

芸
き

西
にし

）を新規箇所として要求し

ます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【期待される整備効果】 

・東南海・南海地震における緊急輸送道路の確保 

 異常気象時の路面冠水や東南海・南海地震による道路の津波浸水区間を一部回避でき、災害

時における第１次緊急輸送道路が確保されます。 
・第３次救急医療施設への速達性向上 

高知東部自動車道路の整備に伴い、第３次救急医療施設への搬送時間が短縮されます。 
【平成 23 年度の予定】 

 芸西
げいせい

西
にし

IC(仮称)～安
あ

芸
き

西
にし

IC(仮称) 調査設計の着手 

 

安芸市内の冠水状況 

（国道５５号安芸市
あ き し

赤野
あ か の

付近） 

安芸市内の土砂流出状況 

（国道５５号安芸市
あ き し

穴内
あなない

付近） 
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位置図 

道路－２ 道路

事業 

新規 

完了 

阿南
あ な ん

安芸
あ き

自動車道 

一般国道５５号 桑野
く わ の

道路 直轄 

【事業の概要】 

阿南
あ な ん

安芸
あ き

自動車道は、徳島県
とくしまけん

阿南市
あ な ん し

から高知県
こ う ち け ん

安芸市
あ き し

に至る延長約１１０

km の地域高規格道路であり、これまで約１１km が供用済みです。 
桑野
く わ の

道路は、阿南
あ な ん

安芸
あ き

自動車道の一部を構成する道路で、阿南市
あ な ん し

下
しも

大野町
おおのちょう

から同市内原町
うちわらちょう

に至る延長約６．５km の自動車専用道路です。 
徳島県南地域は、現道部の異常気象時の路面冠水や東南海・南海地震による津波浸水によって現

道が分断され、緊急輸送道路の確保が出来ない状態であり、また、救命救急を担う第３次救急医療

施設に６０分で到達できない地域が多く存在しています。 
このような状況を踏まえ、東南海・南海地震時の緊急輸送道路確保、県南地域の第３次救急医療

施設への速達性向上を図るため、桑野
く わ の

道路を新規箇所として要求します。 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

【期待される整備効果】 

・東南海・南海地震における緊急輸送道路の確保 

 異常気象時の路面冠水や東南海・南海地震による道路の津波浸水区間を一部回避でき、災害

時における第１次緊急輸送道路が確保されます。 
・第３次救急医療施設への速達性向上 

高速ネットワークを連結することで、当該区間の整備に伴い、第３次救急医療施設への搬送

時間が短縮されます。 

【平成 23 年度の予定】  

阿南
あ な ん

IC（仮称）～桑野
く わ の

IC（仮称） 調査設計の着手 

 

 

阿南市内の冠水状況 

（国道５５号阿南市
あ な ん し

富岡町
とみおかちょう

付近）
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位置図 

道路－３ 道路

事業 

新規 

完了 四国
し こ く

横断
おうだん

自動車道（宇和島
う わ じ ま

北
きた

～西予
せ い よ

宇和
う わ

） 
直轄 

【事業の概要】 

 四国
し こ く

横断
おうだん

自動車道（宇和島
う わ じ ま

北
きた

～西予
せ い よ

宇和
う わ

・延長 16.3km）は、四国にお

ける産業、経済、文化の発展に重要な役割を果たすとともに、高規格幹

線道路ネットワークの機能強化及び今後想定される東南海・南海地震な

どによる災害時の代替路としての役割を担います。 

平成 23 年度に全線暫定供用を図る宇和島
う わ じ ま

北
きた

～西予
せ い よ

宇和
う わ

（延長 16.3km）は、一般国道５６号

の自動車専用道路である宇和島
う わ じ ま

道路と松山
まつやま

自動車道とを接続し、愛媛県
えひめけん

南予
な ん よ

地域の発展に重要

な役割を果たすものと期待されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【期待される整備効果】 

・物流の支援 

南予地域の特産品（真鯛、ハマチ等）の流通の利便性の向上が期待されます。 

・安全で安心できるくらしの確保 

南予地域の第３次救急医療施設への搬送時間が短縮し、救命率の向上が期待されます。 

・災害時における緊急輸送道路の確保 

 第１次緊急輸送道路に指定されている国道５６号の通行止め時の代替路線が確保されます。 

 

【平成 23 年度の予定】 

 宇和島
う わ じ ま

北
きた

ＩＣ～西予
せ い よ

宇和
う わ

ＩＣ 改良及び舗装工事の推進 L=16.3km 全線暫定供用予定 

 

 

工事の進む四国横断自動車道

(愛媛
え ひ め

県宇和島
う わ じ ま

市家
いえ

藤
ふじ

付近) 
工事の進む四国横断自動車道 
(愛媛

え ひ め

県宇和島
う わ じ ま

市高串
たかぐし

付近) 

10



位置図 

道路－４ 道路

事業 

新規 

完了 一般国道５５号 日和佐
ひ わ さ

道路 
直轄 

【事業の概要】 

日和佐
ひ わ さ

道路は、国道５５号の異常気象時における通行規制を解消し、地

域の利便性向上などを図り、地域活性化を支援するものです。また、高規

格幹線道路網の空白地帯である四国東南地域にとって重要な役割を担う地

域高規格道路・阿南
あ な ん

安芸
あ き

自動車道の一部を構成する道路であり、災害時の緊急輸送道路として、徳

島県の産業や経済の発展を担う重要な路線です。 
 今回の供用区間は、既供用区間と併せて全線供用となり、事前通行規制区間が解消されるととも

に、災害発生時における緊急輸送道路としての機能することが期待されます。 
 

 
 

【期待される整備効果】 

・物流の支援 

県南地域における特産品(阿波尾鶏、伊勢エビ、アワビ等)の流通の利便性の向上が期待されます。

・安全で安心できるくらしの確保 

県南地域の第３次救急医療施設への搬送時間が短縮し、救命率の向上が期待されます。 

・現道の事前通行規制区間を解消 

台風等の異常気象時における事前通行規制区間を解消し、災害に強く、緊急時の確実な移動サー

ビスが可能となります。 

【平成 23 年度の予定】 

 阿南市
あ な ん し

福井町
ふくいちょう

小野
こ の う

～由岐
ゆ き

ＩＣ 改良及び舗装工事の推進 L=3.1km 完成供用予定 

 

工事の進む日和佐道路 
(徳島

とくしま

県阿南市
あ な ん し

福井町
ふくいちょう

小野
こ の う

付近) (徳島
とくしま

市海部郡
か い ふ ぐ ん

美波
み な み

町
ちょう

北河内
きたがわうち

付近) 
現道部の災害状況（平成２２年度）
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位置図 

 
道路－５ 道路

事業 

新規 

完了 一般国道３３号 三坂
み さ か

道路 
直轄 

【事業の概要】 

三坂
み さ か

道路は、国道３３号の線形不良箇所及び異常気象時における通行規

制を解消し、また、冬期における積雪・凍結による通行障害の解消などを

図り、地域の利便性向上など、地域活性化を支援するものです。また、地

域高規格道路・高知
こ う ち

松山
まつやま

自動車道の一部を構成する道路であり、災害時の

緊急輸送道路の確保も図られるほか、都市間交流の一端を担う重要な路線です。 
 今回の供用区間は、事前通行規制区間が解消されるとともに、災害発生時の代替路線としての機

能することが期待されます。 
 
 

 
 

【期待される整備効果】 

・現道の事前通行規制区間を解消 

台風等の異常気象時における事前通行規制区間や冬期通行障害を解消し、災害に強く、緊急時の

確実な移動サービスが可能となります。 

・安全で安心できるくらしの確保 

久万高原町立病院（第２次救急医療施設）から第３次救急医療施設への搬送時間が短縮し、救

命率の向上が期待されます。 

【平成 23 年度の予定】 

 上浮穴郡
か み う け な ぐ ん

久万
く ま

高原町
こうげんちょう

東明神
ひがしみょうじん

～松山市
ま つ や ま し

久谷町
く た に ま ち

大久保
お お く ぼ

 橋梁、改良及び舗装工事の推進  

L=7.6km 全線完成供用予定 

工事の進む三坂道路 
(愛媛

え ひ め

県松山
まつやま

市つづら川付近) 
工事の進む三坂道路 

(愛媛
え ひ め

県上浮穴郡
か み う け な ぐ ん

久万
く ま

高原町
こうげんちょう

東 明 神
ひがしみょうじん

付近) 
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位置図 

 

 

道路－６ 道路

事業 

新規 

完了 一般国道３３号 旭 町
あさひまち

 
直轄 

【事業の概要】 

国道３３号の高知市
こ う ち し

旭町
あさひまち

の交通混雑の緩和及び交通安全の確保を図ると

ともに、幅員の確保・交差点改良・交通騒音の低減による沿道環境の改善

を図ることを目的とした道路です。 
 今回の供用により、沿道環境の改善や安全性の向上、地域交流の増加に

よる地域の発展が期待されます。 
 

 
 

【期待される整備効果】 

・沿道環境の改善 

 朝夕の交通渋滞が緩和され、移動時間が短縮されます。 

・安全性の向上 

 歩道幅が広くなり、歩行者が安心して通行が可能となります。また、交差点改良（右折車線の設

置等）により、渋滞緩和・交通事故等の減少により安全性が向上します。 

【平成 23 年度の予定】 

 高知市
こ う ち し

旭町
あさひまち

１丁目地内 改良及び舗装工事の推進 L=0.4km 完成供用予定 

現況 

整備後 現道の歩道狭小状況 

(高知
こ う ち

県高知
こ う ち

市旭町
あさひまち

) 
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